
高校では卒業式も終わり、それぞれの進路に向かって歩み始めました。そんな卒業生との会話

の中で「大変な思い出がたくさんあったからこそ、充実していたと感じます。」とありました。

中身がないスカスカな状態よりも、必死になって周りについていけた自分を誇っていました。切

磋琢磨する仲間の大切さを改めて感じた六年間だったそうです。あと２０日ほどで最上級生で

す。周りの人が応援したくなる人とは、何事にも直向きに取り組んでいる人であり、結果を真摯

に受け止め、次に活かす努力をし続ける人だと思います。これまで以上に、共に刺激し合い、成

長し合える学年になることを切に願います。
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後期総合学習まとめ

２月２４日は終日キャリア教育をテーマに総合学習をしました。４限目は小俣町にある飲食店

のオーナーを講師に、通常業務内容に加え、日頃活動されている異業種交流会について、そして

コロナ禍で実施した「たすけあいプロジェクト」についてお話をきかせていただきました。その

後は予め質問されていた「感染予防を考えながら、低迷している会社を助けるアイデアを教えて

下さい。」をテーマにグループごとに考えた案を代表者がプレゼンしました。そのための準備と

して、午前中に各グループで「どんな業種」「誰のための」と設定し、「新しいテイクアウト」

「商店街を明るく」など目標を掲げて止まることなく話し合いをしました。自分たちで考えたア

イデアを緊張した面持ちでプレゼンし、それらに対し講師から１グループごとに講評をいただ

き、「是非そのアイデアを参考にさせてもらいたい。」など、生徒にとって嬉しいお言葉もいた

だきました。普段の学校での取り組みが、アイデアを発想する力、話し合いを進行し深める力、

初対面の方に自分の意見を伝える力となっていることを実感できました。

建国記念の日の講演

皇學館大学の櫻井先生を講師として迎え、Google Meetを使ったオンライン講演が中高合同であ
りました。『「世界」と「国」のはじまりはいつ？』を演題として、祝日の意義や日本の歴史な

どについてお話していただきました。日本の神話を通して「はじまり」は必ず存在するものであ

り、自然・風土に感謝する心の大切さ、社会・暮らし・文化・伝統を尊ぶことの大切さを感じる

ことができました。また、アイデンティティを確認することが、自他を大切にすることにつなが

り、社会や暮らし、文化、伝統を大切にすることが自分の生活する地域を大切にすることにつな

がり、自然や風土に感謝・畏敬の念も持つことがこの地球を大切にすることにつながると教えて

いただき、今を生きる私たちの当たり前が当たり前でないことを再確認することができました。

令和２年度の漢字テスト・英単語テスト全６回ずつが終了しました。今年度は漢字テスト、英単

語テストともに１７名が表彰されます。

忙しくなかなか勉強する時間がとれない時もあったと思いますが、それでも一生懸命練習し覚え

た成果は出たでしょうか。漢字検定や英語検定のためだけでなく、日常会話における語彙力であっ

たり、英文読解や英作文にも活かされていきます。そして何よりも、継続して取り組む力、やり抜

く力が養われると思います。来年度は全員が表彰されることを期待しています。

学年末考査を終えて

２年生最後の定期考査が終了しました。教科数も多い上、試験範囲も広い中でしたが、計画的

に学習に取り組めた人、担当教員に質問しに来る人が随分増えたように感じました。いよいよ３

年生になると、高校内容に突入する教科も出てきます。そして、これまで以上に中学校知識が

あってこその学習になっていきます。故に日常的な学習時間の確保と内容の充実を図りましょ

う。
国語 社会 数学 理科 英語 ５教科総合

平均点 ７６.１ ６５.０ ６５.２ ５６.６ ４０.４ ３０３.７

最高点 ９９ １００ ９２ ９４ ８５ ４５２

第６回漢字テスト・英単語テスト（満点者）

A組 B組 学年平均

漢字テスト 伊藤・永井・中北・山本
内田・金森・楠木・榊原・武岡

中山・ハンズリー・藤田・山中
95.5

英単語テスト
栗原・小林・永井・中北・中山

山本

上野・内田・楠木・西尾

ハンズリー・藤田
84.8

今回の学年末考査に向けてどのくらい学習したのか、上位５名を参考までに載せます。時間が

長いから良いわけではありませんが、これだけの学習時間を確保することができると目安にして

ください。

①８４時間３０分 ②６６時間 ③６１時間３０分 ④６１時間 ⑤５９時間


